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（6）左差しにはかりこだわったのが敗因だ。   



























終助詞  述素に関するもの  
間投助詞   特定の関係を離れたるもの  
この中で特に「係助詞」「副助詞」の二種を立て、それらと格助詞との違い、  
また二者相互の違いを承接のしかたと文構成上の挽能の面から明らかにしたの   
ムードの形式と意味（3）  57  
が画期的なこととされる。山田が国語で係助詞とするのは、ハ、モ、コソ、サ  
エ、シカ、ホカの6語、副助詞としてあげるのは、マデ、ナド、グライ、ダ  






























などであるが、ダケ、パカリは「摘めるだけ摘もう」「三寸ほかり出ている」   
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のほ提示・特掟の助辞に吸収させるのがよいと思う。   
本稿は分類の什方とそれぞれの性格づけについてほ上の松下（1930）にほぼ  
従う。が、用語としてほ、松下の「捷示（の助辞）」のかわりに「取立て（の  






などが例をあげて示されている。   
取立てを分けて次の二種とする。松下の用語との対応は次のようになる。  
（松下）   
配てl慧芸 提示Ⅰ器量  
3．取立て助詞の本質に関するいくつかの問題  
乱1．取立て助詞の構文的位匿づけ  
本稿は、文が、客体界を反映する（ことが話し手によって意図されている）   
































を、相異よりも大きく見ることに基づく。   







ーコ I  
?????
確言・…‥活用語尾     （現・過）  
概言・・＝・・助動詞 × × ○  
取立助詞 × ○ ×  
掟題‥‥    評価…・取立助詞 × 0 0  
感動詞 ○ × ×  
間投助詞 × ○ ×  












るからである。   
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の中に割り込んでくる場合、文末に乗る場合などに分けて見てみよう。   
補語との共起は、山田（1908）で、格、臥係の相互承接の問題として考察  
に先鞭がつけられて以来、副助詞の論説にほ必ず言及されているので、ここで  
ほ簡単な一殻化と、いくつかの個別的な問題を記しておきたい。   
まず、主格の「ガ」と共起するときであるが、この場合ほ、取立て助詞が、  
「ガ」のあとに付くことは決してない。（以下、ときに格助詞一般をK、取立て  













ものによって具体化され‥・‥・  （今西錦司）  






（12）背名なもの哩む旦皇あなたに云っただけです。  （松本清張）  
（13）いかなる小さい薯を立立てずに＝＝・  （井上靖）  
（14）自負皇旦主感じた。   
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（15）躾糸をかけたままで、自分で器用に着つけて、帯星雲しめて出てくる   
のだ。  （有害佐和子）  













地（1957）は、   














シか・・・ ナイ」と言い換えられるが、「N－ダケーK」ほそうでほない。   
マデほ、Kのあとに現れるのがふつうであるものの一つである。  
（18）a．子供たちにまで唄われている。   
寺 村 秀 夫  
b．？子供たちまでに唄われている。  
（19）a．老人の妾にまでなる気はなかった。  






覚えがない。  （同五郎）  
（23）まるで野中の一つ家匹王立住んでいるような‥・・  （周五郎）  
（24）くつがえす方娃む旦匹作用した。  
こうして見てくると、はじめにあげた特徴を共有する取立て助詞の中に、ほ  





る役割のみを託されている。   
Tlのグル【プ、すなわち佐久間鼎によって掟題の助詞と呼ばれた「／、」、お  
よぴそれに準じた働きをもつもの、モ、コソ、スラ、ダッチ、ナンテ、サエ、  
シカ、を取立て助詞のうちの「掟題」の助詞とする。   
T2のグループ、ダケ、ナド、ナンカ、ダライ、マデ、／ごカリ、を「評価」の  





ねはならない。   
複合的な用言の内部に取立て助詞が割り込む場合（「泣イテ土星旦イル」「行  
キ竺三スレパ」「言イニシマス」）、副詞に付く場合は、紙面の都合上割愛し、  
次に用言のあとに取立て助詞が付く場合につき簡単に記しておきたい。   
「評価」の取立て助詞の中にほ、ダケダ、バカリダ、マデダ、のように、文   
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末で「ダ」と結びついて、ムードの助動詞のように、先行するコト全体を他の  





のように文末助動詞化した場合も、意味は別に記述する必要がある。   
このように、取立て助詞が、ダと一体化して文末で助動詞のように働く場合  













（27）たびたび八木千久居や、以前の同僚たちが訪ねてきたが、かれらにも   





かの（普通に期待きれる）事態と対比させているのである。   
次に、このような特徴をもつ取立て助詞がどういう意味を表わすために使わ  
れるのか、という面から見ることにする。   
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の）常乱 つまりプラグマティックな条件があってのことである。それがなけ  
れば、この文はただ、「誰かがぴっくりした、インド人もぴっくりした」とい  
う、セマンティックな情報しか伝え得ない。   
時枝は、この柊の助詞が「期待、評価、満足」を表現する、と述べたが、そ  
れもふつうは、詔し手が聞き手の、状況ないし社会通念に依存し、それが当っ  
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